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ご　あ　い　さ　つ

　今年は、国連が定める国際生物多様性年です。新聞やテレビなどで、「生物多様性」と

いう言葉を目にする機会が増えています。

　地球上には、森林や草原、海など、多様な環境にあわせて3000万種ともいわれる多

様な生きものが、それぞれ支えあい、つながりあいながら暮らしています。この名古屋

でも、平野、台地、丘陵地といったそれぞれの地域に、まだ様々な生きものたちが暮ら

しているのです。生物多様性という言葉は、この様な生きものとそのつながりの豊かさ

を表しています。

　わたしたちの暮らしは、昔から、食べものやものづくりの原材料として、この生物多

様性に支えられてきました。開府400年を迎えた本市は、からくりなど、世界に誇る

伝統文化が花開いた土地です。この名古屋地域の生物多様性が、例えば木曽から運ばれ

る木材として、歴史や伝統といった「なごやらしさ」を育んだといえるでしょう。しかし、

わたしたち人間の活動によって、現在、その生物多様性が危機に瀕しています。

　名古屋市では、このたび「生物多様性2050なごや戦略」を策定いたしました。この

戦略は、本市が生きものと共生する持続可能な都市となるための長期的な指針として、

「身近な自然の保全・再生」と「生活スタイルの転換」の２つの観点から、2050年の

ビジョンと４つの戦略を示しています。

　今年、名古屋市を会場に、世界の国と地域が生物多様性の保全と持続可能な利用

について話し合う、生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）が開催されます。

COP10の開催を契機に、生きとし生けるもの全てが、幸せに生きていける街ナゴヤを、

市民のみなさんとともに目指してまいります。

2010年3月

名古屋市長　河村　たかし





は　じ　め　に

　私達の命は父と母からいただいたもの。その父と母の命は祖父と祖母からいただいた
もの。私達が今生きているのは過去の「生命の連鎖」のおかげである。その「生命の連鎖」
がなければ、私も、あなたも、僕も、君もこの地球上には存在しえない。おなじように
この地球上の生きとし生けるものの命も生命の連鎖の賜物なのである。　
　ところが現代人はこの生命の連鎖の尊さ、その生命の連鎖の歴史性をまったく忘却し、
あたかも自分は一人でこの世に生まれ、そして自分の欲望のままに生きることを許され
た存在であるかのように錯覚している。
　過去への感謝、生命の連鎖への感謝と未来への責任の喪失が現代文明の一つの特質で
ある。
　それは現代人が生命の連鎖と、生きとし生けるものにたいして祈る心を喪失したこと
でもある。
　過去への感謝を忘れた現代人は、未来への責任をも放棄した。
　自分の命をはじめ、生命が歴史的存在であることを忘却した現代人は、未来への責任
をも放棄することになった。
　生物多様性にとって重要なことは、生命の存在が歴史的であることを知ることである。
歴史と時間の持続性を断ち切っては、生命は存続しえないのである。
　１頁の衛星写真を見れば、名古屋市が雪をかぶった御嶽山から広がる豊かな森を背後
に、木曽川や長良川に代表される水の循環によって伊勢湾の豊穣の海へと結ばれた、森
里海の連環の中に位置していることが明白にわかる。名古屋市民の暮らしを下支えして
いるこの森里海の連環を守り繋いできたのは、未来の子孫のために木を植え「自分が今
やっていることは、未来世代のためにやっていることである」という明白な自覚をもっ
た日本人の暮らしだった。
　世界の文明の中で持続性の高い文明は日本文明とエジプト文明である。エジプトの歴
代の王たちはたえず過去に帰り、過去に学ぶことを繰り返してきた。そしてそれを忘れ
た時、エジプト文明は崩壊した。
　文明の持続性を維持するためには、過去に学び、現在の自分の立ち位置を確認し、未
来を模索することを繰り返すことが必要なのである。
　私達現代人は、「過去への感謝と未来への責任」を自覚しなければならないのである。
　この「生物多様性2050なごや戦略」の真髄は、名古屋市民の暮らしが、いかなる生
命の連鎖によって育まれてきたかを明らかにし、未来の名古屋市のあるべき姿を展望す
るところにある。

2010年3月
生物多様性なごや戦略策定会議  座長

　安田 喜憲
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